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令和８年度 第１回宝塚ボランタリープラザ zukavo運営委員会 要旨 

 

日時：令和８年 4月 2４日（金）13:30～15:00 

場所：ぷらざこむ１ ２４会議室 

内容 

１． 開会 

２． 運営委員任期満了に伴う交代について 

・委嘱状交付  新任委員：６名へ  

・運営委員紹介 

 

３． 協議事項 

運営委員会副委員長選出 

宝塚ボランタリープラザ zukavo設置要綱に基づき選出 ※委員長は社協役員担当理事 

 

４． 報告事項 

（１） 令和 7年度事業報告 

①ぷらざこむ１運営に関する経過報告 

・2025年 6月：ｚｕｋａｖｏ登録グループへのアンケートを実施 

利用対象拡大に関する意見を収集、ぷらざこむ１運営協力に関する意見を把握 

・2025年 10月： 市民とともに意見やアイデアを出し合う場を実施（２回） 

利用対象拡大の不安・懸念点を共有、ぷらざこむ１の役割について議論 

・２０２５年１１月、２０２６年２月： 運営委員会で協議 

「ボランタリー活動の活性化」を最優先とする方針を確認、利用の間口を広げる方向性を明確化 

・２０２６年２月：利用を希望するグループ・団体と利用条件・ルールを共有 

 

   ◇新規でぷらざこむ１を利用するグループはどれくらいあるか 

     ・新規登録ボランティアグループ 

※２０２６．４月末時点で、再登録 6グループ、新規登録 15グループ 

 ・検討されている法人格を有する団体 ：２団体  

 

②ボランタリー活動助成配分状況と配分委員会・ワーキングの報告 

【令和７年度助成報告】 

基本助成  71グループ／1，847，598円 

活性費助成  27グループ／2，007，447円 

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ助成  5グループ／131，613円 

 

【令和８年度助成事業申請】 ※令和７年度社協会費の減額により、予算減 

基本助成  7７グループ／1，９１７，０００円 
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活性費助成  2１グループ／１，６６１，０５０円 

ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ助成  ０グループ／０円 

 

 

【配分委員会・ワーキングでの主な論点】（令和 9年度改訂に向けて） 

◇現行制度の課題 

「活動活性費」について、現在の助成制度では、「新しい事業を始めるための経費」と 「通常活動の不足

分を補う経費」の申請が混在しており、「活動活性費」が何を目的とした助成なのか分かりにくくなっている  

 

◇「活動活性費」名称の見直してはどうか 

「活動活性費①、②」という名称では内容が伝わりにくいため、目的別に分かりやすい名称へ変更してはどう

か 

・行政提案型  

・まちづくり型  

・社会課題解決型  

助成の目的や期待する活動内容が明確になり、申請者にも分かりやすくなる 

 

◇「活動活性費助成」で複数事業の申請は可能か 

・活動活性費助成では、上限 30万円の範囲内であれば、複数事業の申請が可能 

 

◇助成に依存しない自己資金確保の必要性 

・助成金を長期間同額で助成することは難しい  

・各グループには自己資金を確保する工夫や仕組みづくりが求められる 

 

◇新規立ち上げ支援との整理 

・新規事業の立ち上げには「zukavo助成金・スタートアップ助成」を申請可能 

ただし、申請条件として「3名以上のグループ」である必要がある  

・セルフヘルプグループの立ち上げについては、「赤い羽根・当事者グループ立ち上げ助成」であれば、

1人から申請可能  

 

◇助成金算出方法に関する課題 

・現在の助成額算出は「活動者数」を基準としている。 活動者＝グループメンバー  

・しかし近年は、 活動者（グループメンバー）以外が単発で協力する、または参加者が運営にも関わると

いった活動形態が増えている。  

→ 「活動者」と「参加者」がどのように協働しているかを評価する視点について検討が必要 

 

（２） 令和８年度事業計画について 

① ボランタリー活動助成の見直し：１０～１１月に確定 

② 災害ボランティアセンター運営に関するネットワークづくり 
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‐７月４日（土）：災害ボランティアセンターの在り方について考える会 

‐１１月１７日（火）：災害ボランティアセンター運営訓練・福祉避難所運営訓練 

※運営委員会後１１月２８日（土）に変更 

③ 有効な情報発信 

④ 活動者がともに学び、発見できる機会づくり：講座、ネットワークづくり 

 

５． その他 

【「たからづかモデル」と福祉コミュニティプラザについて】 

市が医療・福祉・介護・保健の連携に係る「たからづかモデル」について提唱しているが、ぷらざこむ１や福

祉コミュニティプラザは具体的にどのような位置づけになるのか 

◇現状 

 ・市庁内でも具体的なことは何も決まっていない 

 

◇今後の福祉コミュニティプラザの位置づけ 

・「すべての人のくらしを支える」という広義の「福祉」ではなく、「介護・医療」のような狭義の「福祉」の拠点

とならないだろうか 

・地域活動や市民活動など、「市民主体の活動拠点」「幅広い“くらしの支援”の視点」という位置づけが

弱まるのではないか 

・現在、市として具体像が定まっていないのであれば、行政が決めるのを待つのではなく、 地域組織、市民

活動団体や関係団体の側から、「福祉コミュニティプラザをどのような拠点にしたいのか」を積極的に発信し

ていく必要があるのではないか 

 

以上 


